
稲毛中等教育学校（仮称）

Ｈ３４～（Ｈ３９完成）
（中等教育学校）

６
年

前半の３年間 ⇒ 前期課程
後半の３年間 ⇒ 後期課程

○全員が同じ教育課程を受けられる
○高校入試がない

入試

（４学級）

１つの教育課程

市立千葉高等学校

①
普通科（７学級）

３
年

現在

Ｈ１９から進学重視型単位制としてスタート

入試

②
普通科

SSH コース
（１学級）
２年次から

③
理数科
（１学級）

SSH

市立千葉高等学校

①

普通科

（７学級）
３
年

今後の展開

Ｈ１９から進学重視型単位制としてスタート

入試

③
普通科

SSH コース
（１学級）
２年次から

②
理数科
（１学級）

SSH

課題解決学習（１年次全員）

英語教育の充実

 

市立稲毛高等学校・附属中学校

③
普通科（５学級）

＜外進生＞

①
附属中
（２学級）３

年

３
年

現在（併設型中高一貫校）

④
国際教養科
（１学級）

Ｈ１９から併設型中高一貫教育校としてスタート

入試

入試

②
高２までは
別課程

＜内進生＞

４つの教育課程

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○附属中学校の入学者選抜の倍率が依然として 

7～8倍であり、中高一貫教育への市民ニーズ 

に対応することが必要である。 

 

○内進生と外進生の学習進度が異なることや6 

年間を見たときに中高一貫教育の特性を生か 

し切れていないことなどから中高一貫教育の 

効率化及び質向上が求められている。 

 

今後の市立高等学校改革の方向性 

市立稲毛高等学校・附属中学校 

グローバルリーダーの育成を継承しつつ 

中等教育学校への移行を検討する。 

現行の体制を維持しつつも市内における先進的な 

理数教育の拠点としての位置づけを目指す。 

少子化の進展や高等学校を取り巻く環境に対応するとともに、２校の存在意義を明確化しながら「市立」ならではの特色と魅力を高め、市民ニーズに応えられる学校づくりを進める。具体的には、２校

がこれまで培ってきた強みを生かし、市立千葉高等学校では理数教育、市立稲毛高等学校では国際教育の中核となる取組みを推進する。 

市立千葉高等学校では、第3期SSH事業の指定を受け、先進的な理数教育を実施している学校として認識されているため、現行の体制を大きく変更せず、現在の取組みを拡充する。 

また、市立稲毛高等学校・附属中学校においては、社会情勢や市民ニーズなどから、高校からの入学者を取らない「中等教育学校」に移行し、現在の中学校・高等学校を通した６年間の一貫教育の充実

を図る。 

教育の基本的な方針 

（１）６年間一貫教育の強みを生かした国際教育 

                              ⇒ 基礎学力の確実な定着と希望進路の 

実現 

（２）地域の課題を題材とし、世界の課題と比較す 

る課題解決型学習の実践 

                              ⇒ 広い視野で実効性のある課題解決能力 

を持ったグローバルリーダーの育成 

（３）次世代の社会を支えるのに必要な資質・能力 

を意識したキャリア教育の充実 

                              ⇒ 千葉市を地域や海外から支える人材の 

育成 

 

教育の基本的な方針 

（１）SSH事業を軸にした先進的な理数教育 

                              ⇒ 市内小中学校に対し、理数教育のモデル 

として活用や教員研修のセンター的機 

能としての位置づけ 

（２）自ら課題を発見し解決する力を養う課題解決 

型の探究活動の実施 

                              ⇒ 生涯にわたって探究を深め未来の創り 

手となる人材の育成 

（３）英語教育の充実 

                              ⇒ 国際社会で活躍できる科学的思考を備 

えた人材の育成 

○H29年度からSSH第３期事業がスタートした。 

また、H30年度はSSH重点枠の指定を受けら 

れたことにより、先進的な理数教育を推進し 

ていく上で安定期に入ったといえるが、より 

特色が出せるよう取り組む必要がある。 

 

○理数教育というイメージが定着し、SSH事業 

も軌道に乗っている。今後は「グローバル人 

材育成に向けての英語教育の充実」及び「先 

進的な理数教育の拠点としての役割の充実」 

が求められている。 

市立千葉高等学校 

資料４－４ 


